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2013 年 9 月 30 日

前年度繰越：
現金
郵便局
 (内　会員会議参加補助基金） ¥423,000
銀行

収入：
未収会費
  2012年以前
　　　個人
　　　団体
会費2013年
　　　個人
　　　団体
会費2014年
　　　個人 個人58（内名誉会員１）

　　　団体 団体19

利息

会員会議参加補助基金

（収入小計）
収入総額
支出：
本部宛会費送金
予備費
経常経費：
RILM分担金

RILM Fontes編集委託費

大会代表派遣費

関連団体会議参加費

ニューズ・レター ↑ ￥12,000×年3回 +α
会議費、例会費 ↑ 第55回例会準備

交通費 ↓

通信費 ↑ 本部選挙に伴う事務連絡

消耗品費 ↑ 封筒印刷

雑費

アルバイト代

HP運営費

 (経常経費小計)
会員会議参加補助基金

特別事業費
支出総額
次年度繰越
（内本部宛会費送金＋経常経費）

(内 会員会議参加補助基金)

備考

　（小　計）

　　（小　計）

費　　　　　　　　　目 2013年度予算 ２012年度決算 差額

資料③　　　　　　　　　　　2013 年度予算書



14

IAML 日本支部ニューズレター 第 48 号

      　　　

事務局だより

会員参加補助基金の運用

  6 月に開かれた総会において、国際会議会員参
加補助基金への応募はなしとの報告を行ったが、
総会後、昭和音楽大学附属図書館から申し込みが
あった。役員会で検討のうえ承認。団体会員とし
ては初の運用となった。昭和音大ではウィーン会
議に大和紘子氏を派遣した。

選挙管理委員に栗林あかね氏

　総会の際、選挙管理委員 3 名のうち、加藤信
哉氏（委員長）、佐藤みどり氏 ( 委員 ) の決定を
報告したが、残り 1 名について、その後役員会
より栗林あかね氏に委嘱、了解を得た。

ラウンドテーブル「日本の音楽資料」

　日本音楽学会全国大会 (11 月 2,3 日　慶應義塾大学 ) に
おいて、ラウンドテーブル「『日本の音楽資料』
調査委員会による調査報告をめぐって』が行われ
る。11 月 3 日 15：40 から 17：40 まで。出席
者は久保田慶一、林淑姫、長谷川由美子、上野大
輔の各氏。

韓国で音楽関係資料の国際会議

　11 月 7 日から 9 日まで音楽資料に関する国際
会議 ”Keeping music alive” が、韓国・梨花女子
大学で開催される。出席者は IAML 会長のバーバ
ラ・マッケンジー、IAML 事務局長ピア・シェク
ター、RISM のクラウス・カイル、ジェニファー・
ウォード、シュテファン・カイザーのほか、日本
から細川周平、安田寛、ヘルマン・ゴチェフスキ
ー、長谷川由美子が出席、中国、台湾、韓国から
も複数の発表者が予定されている。

図書館関係者のための RDA 実践講習会

　現在多くの図書館は、洋書と音楽資料について
は英米目録規則（AACRII）に従って目録を作成
しているが、アメリカ議会図書館では AACRII か
ら RDA への移行が始まり、国内の音楽図書館で
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も RDA についての情報収集や勉強会が行われて
いる。東京音楽大学付属図書館では株式会社トッ
カータの協力を得て、10 月 5 日（土）の午後、
実践講習会を実施する。詳細は東京音楽大学のホ
ームページを参照のこと。
http://www.tokyo-ondai-lib.jp/index.html

次世代コンテンツ推進機構（JCPO）のワークショッ
プ終了

　7 月 31 日、次世代コンテンツ推進機構（JCPO）
主催により、第 1 回「音楽資料情報担当者ワーク
ショップ」が開かれた（東京音楽大学付属図書館）。
音楽に関する基本的な参考図書の紹介および、ワ
ークショップ形式による事例研究を実施。参加者
は 30 名を超え、好評であった。第 2 回は「わが
国で刊行された楽譜の目録作成の諸問題を解決す
る方法」と「音楽関係 Q & A　ケーススタディ②」
をプログラムとして来年の春開催予定。同ワーク
ショップは、東京音楽大学付属図書館共催、国立
国会図書館後援のもとで開催されている。

国立国会図書館「音楽資料・情報担当者セミナー ( 平
成 25 年度 )」終了

　9 月 6 日、国立国会図書館「音楽資料・情報担
当者セミナー」が本年度も開催された。今回のテ
ーマは「音声・映像記録メデイアの現状と課題、
今後の展望」であった。

新会員

　大和紘子氏（昭和音楽大学附属図書館）

***

　☆次号はウィーン会議特集です。


